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修　業　期　間

級位 �学　　年 �小学生修業期間 �中学生以上修業期間 

8 �小学1年生以上 � � 

7 �JJ2†† �八級取得後4ケ月以上 �八級取得後4ケ月以上 

6 �〝　3／／ �七級　〝 �七飯　〝 

5 �77　3JJ �大赦　〝 �大敵JJ 

4 �77　4　77 �五級　〝 �五級　〟 

3 �JJ5　77 �四級　〝 �四級　′′ 

2 �〝　6　〝 �三級　〝 �三級　〝 

1 �中学1年生以上 � �二級受有者 
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級・位　審　査　基　準

て二財卜粁絶息釦道連酪 

敏瞳重畳は、ノ嘘から′一顧までの峯箪陛ご車にこ．都塵笹に？いて竜野た・下恵め離に刹亘帝うう 

鍵∴　　　　　　　凍’′　　　目 
一位 � 

＼ �“．塵泰本顛韓 

1（1ト丸準・．構え 

睡巨体の尊顔　　　　　商銀申寒耳鼻十を董頑迷り尭 
．－（3）∴二番動打ち �正屈－’を畠∴∵着直　盲か手・右．鯛・＿ 
胸∵■蓮酎軒も？ �前準乾草車奉∴顛藩蛮箪孝幸帯締象申象り勧 

鱒　〟　～ 卿．凄み革み訂 �言等蓋警誌窒警許■■－■・■罰訝断定う 

七 鱒 �1■■単独草本雫癖・1廟重義触 

＝）踏み込み �ト華南、．＿右秘事上着輌‘ 

はき‾ここ・t貢献 一一21・ �キ小事壌∴小事戸晩ホ専ら画王飼 曝－　■緩さ∵簸章毎 

一・．£り・‘立会いの 

ぐ3）．．去恵め軒 �轟〔＿■　　擁串蟹臆断華し・ 

大 破 �1恕奉稜・碑 を・姐甘返し亘 �自■料扇二元意∴扁、し 
、■を込み棒音号室面∴締▲→満了中辛←i周⊥‾か芋→・壷→廟き 

串‾　本卿とよ奉覿 �燵基本技海草壊す壷睾覇筆跡単軌及びr基本1・王墓本革J 

車 鱒 �1基本技ナ華碩 �▲∴右か車、歯晦r ．2　功・甘返しサ打 �毛琴を藩畠■確率ゝゆ手や毎、・畢奉→経書り→号俸面、小手 
■歯、∴韮萄■華、彗サム引き取十重）’ 

二台．木力J芸．●よる刻 �嶺基本産経古嶺r童姜静後吟森岳j・薮び一・F塞蕃1ヤ基本尽j 

由1・ 貌‡ �イ’切耳選も ．全．雲海藩苗 
苛　東和≠凍る刹 �凄纂本草嘩古凍‘r真峯帝勢ゐ軽率j鱒び下草・奉j■ヤ草本6．．ヨ 

弓　倒す蓉t 
ナ－J 紛：・ �2．哀恕稽癒 

3　未カヒおる剣 �道基本技稽古法「立会前後の作法」及び「基本1十基本9J 

可 ��1　打り・題■し 

之　互褐轄台‾ 
3、未カによ卓封 �蓮基本技藷亭準r立会前後ぬ作法」及び・「基本1～基本9」 

●－■．ミ 敬’・ ��1　切り峯し 之．主格稽古 
島　木刀による剣 �草基本技稽古法「立会前後の件法」及び「基本1～基本9り 

平成21年11月22日　改正　平成22年4月1日　施行
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※ ト⊥ 「 顎 ＼チ 餅 や 轟 き 8 �帥 観 世 扁 ��帥 髄 ����帥 班 替 扁 ��岡 

苅′ ������吟 

幹 ��可溶 �♂帥 ���幹 ��薄 口甘 
妙 薄 日 扁 辞 ��■JtヾS 詳鮮 華「 轟J 叫 �対談 薄 日 顎 ���妙 蟄 8 講 評 

顎 壁 面 斉 ノ 租 執 ↓ 与 朝 ● 軌 ↓ 軌 ● 浣 1監 抒 d ● ・uU r脾 執 ↓ 与 朝 ● 蓋 ↓ 執 ● 宗 1脹 抒 ＼5 ● Lm r碑 蓋 ● 軌 �葦 ー」 �聾 出 � �遠 耳 ＼少 �朝 耳 ＼予 �出 動 顎 Ot �帥 談 聾 扁 �溺 牒 �富 ⅡⅢ 

「 更 け づ 囲 薄 日 淑 簿 轍 轍 呼 零 す ＼こ； 9揚 汗 」 ● ● 「 吊 割 烹 ［■■‾‾ 」 ● ● ● 疲 弊 �蚕 昏 出 」 � �扁 遠 耳 が 薄 藩 ○ 芦 「 寄 昏 」 京 終 ＼予 糊 詩 」 「 蒜 苗 」 �扁 ÷ 朝 卑 し予 井 藤 ○ 芦 「 叢 苗 」 蔀 幹 ＼予 撤 詩 」 「 碁 昏 」 �「 鋸 敏 薄手 8 顎 が 杜 仲一 望 一′ 94 ゴ 」 「 拍 動 巧 ＼予 帯 轟 〇 回 」 「 芯 昏 」 訂 幹 Jト 禅 話 」 「 罫 苗 」 �「 ⇒十 1コココ 竣 轡 扁 適 撃 扉 垂 訓 幹 ly 」 �「 田 園 ア丁 半 」 「 拝 謁 」〉 払 レ′ けY 出 芽 8 嚇 掛 呼 罫 昏 鈍 才 」 �ヰ 車 「、「 宣誓書 」ヾSJY 志猫巧 是嵐－ 南ア「 

申ノ濱 重苦蒜 莞；巨 竿墓室 義」 蔓蜜 」 

う＋ ⊂‾ 辞 ● 義 Nr �帥 嶺 の �帥 班 （Jl �帥 針 Iト �輌 班 〔カ �帥 謡 N �帥 談 ト⊥ �う、ト 亡．’■‾ 辞 ● 義 沖 ��同 母 

幹 妙 駐 日 扁 辞 �ヰ ＼S h こち 苅 �洋 坤 洋 �Lm r舟 澤 �置 く‾ ノ 苅 �献 謝 辞 �卜 淡 雪 が 8 苅 �幹 妙 蟄 一日 扁 辞 ��東 Ⅱ口 

翠 弓 �÷ 朝 ヰ ＼5 ヒ ＼一七 執 �軌 洋 r脾 蓋 �UU r脾 蓋 �置 くr 一′ 軌 �与 朝 J 酎 �執 ● 与 朝 ● 蓋 ● 瀬 �蔽 う＋ 「 ～ 義 Nr �溺 芯 �畜 Ⅱロ 

「「 巴朝 丘観 月敵 国肴 薄単 一増殖 轍担 呼庫 零バ す司 ヾSr汁 抽て ヰ」 0「 」・画 房言 動「 符蔽 う＋う、ト 「「 」＿」 「／－＼ 砧1 塙画 」一く■一 「1 謡 替 ） 惑 世 �「 帥 班 の ノ ヰ ＼5 ト 竜 洋 」 デ 朝 ヰ ヾS 巨 、－k 軌 」 釘 幹 か 8 撤 詩 」 �「 糾 敏 Ul ノ 謀 r脾 洋 」 「 軌 謀 r脾 蓋 」 �感 髄 Iト ノ 皿 伸 蒲 」′ 「 UU 咄 声 �「 帥 敏 ∽ ノ 置 く‾ 一′ 辞 」 「 評 く‾ 一／ 矧 」 �「 帥 獄 トJ ノ 湛 藻 琴 デ 朝 ↓ 園 」 �「 帥 謡 ト・⊥ ノ l 謡 耳 か 日 学 「 目 執 ノ 与 野 蓋 ノ 由 「粋 」 痘 苗 」 �「 幹 幹 事 8 扁 辞 ノ 蔽 う＋ 「 ；ヨ■ レl JY 掛 砂 苗 」 扁 垂 訓 幹 が 師 童 帝 王ゴー l／ ヽ．＝； 朝 」 �「 田 園 皇 ⊂■‾‾ 」 「 抒 柁 」〉； とト 1／ し㌢ 斗 出 77 97 ㊥l うぬ 忌 桝 班 謀 議 叫 辞 呼 叢 苗 妬 き �ヰ 車 
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桝 談 轡 扁 �轟帥 ��帥 ��岡 吟 
叫敏 ��割 
苅 ��世 論 

幹 妙 一 8 講 評 �回 事 議 叶 �酋 ＼3 猫 （一 �幹 妙 部 8 扁 ・辞 ��粟 Ⅱロ 

挙 り � � �帥 針 聾 苛 �溺 蒜 �薔 Ⅱロ 

「 巴 h d 遥 薄 日 ■漱 辞 嚇 轍 呼 零 す ＼」5■ 抽 才 」 「 目 割 烹 「 」 ● ● ● 痘 撃 �「 回 事 轟 き 「 芯 苔 」 ● ● 露 苗 」 ● ● ● 憂 苗 」 �「 ＞ 惑 ＼こS 蘇 〔一 」 ‾「 bJ 壇 ヾヲ 猫 「 」 �「 う十 】エロ 葦 替 高 速 型 �百 執 アマ ⇒ヰ 「 」 「 諦 柁 」ケ ；ヨ■ l／ 町 田 薄 日 嚇 掛 弾 幕 番 頭 ゴ 」 �坤 や 

扇ぎ Nr辞 ● �帥 観 の �帥 班 Ul �帥 新 注ゝ �帥 敏 〔J �肘 掛 N �帥 観 ト⊥ �轟き Nr辞 ● ��同 時 

幹 妙 一 日 扁 辞 �ヰ ヾさ け 馬 苅 �洋 r抑 苅■ �Lm r碑 苅 �虔 く‾ ノ 蒲 �献 薄 辞 �l 認 可 し辛 8 洋 �幹 妙 当 日 扁 辞 ��聾 ］コJ 

挙 り �＼ ▲・．・．・．．．＿． ノ 朝 ヰ ＼5 ト 馬 副 �軌 苅 「沖 蓋 �UU 坤 蓋 �置 く‾ 一′ 執 �与 朝 1 割 �執 ● 上． 有 ● 蓋 ● 瀬 �蔽 う、ト 「’ ～ 轟 Nr �遥 叢 �暫 ⅦJ 

「「 更囁 け観 月加 圧‖了 薄靭 塙ヰ 掛囲 相棒 翠バ す■ ヾヲ触 抽ち ヰ」 0「 」畢 掃き 執「 符蔽 う＋⇒＋ ［－■［■■■－ 」」 ● ・苛 ・画 蛋蓋 �応 謡 の ノ ヰ ＼、こ5■ 巨 竜 苅 」 デ 朝 ヰ ＼5 ヒ ＼七 執 」 茄 幹 J十 日 禅 話 」 �「 桝 謡 Cn ノ 苅 r粋 苅 」 「 執 簿 ∩や 芦 �「 帥 観 か ノ 皿 確 蒲 」 「 皿 r舟 声 �「 帥 ＃ ∽ ノ 置 く‾ 一′ 洋 」 ‾「 置 く‾ 一′ 到 」 �痴 敏 N ノ 漸 落 洋 」 デ 朝 ．1 軌 」 �応 敏 ト⊥ ノ l 班 巧 か 8 苅 」 「 目 軌 ノ ÷ 少 蓋 ノ 港 「舟 」 �「 幹 妙 彗 8 扁 辞 ノ 画 一う＋ 【－■ ヒト レ′ ロγ 碁 苗 」 扁 童 卸 幹 が 師 童 尊 と：ト レ／ ＼5 朝 」 �「 目 頭 符 芦 」 ‾「 抒 筏 」亨 とト ▲／ JY 芽 室■ 「1 9ィ か■ うめ 扁 帥 班 辞 轟 叶 辞 呼 罫 昏 頼 子 」 �ヰ 命 
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帥 敏 �帥 ��帥 班 ��岡 吟 
敏 群 議 叫 

澄 講 ���聾 扁 

幹 �国 事 適 中 �宙 �幹 ��栗 Ⅱ口 
妙 蟄 

→ ��猫 

8 扁 辞 ��「 �8 扁 辞 

挙 り � � �帥 謡 聾 扁 �溺 芯 �瞥 1Ⅲ 

「 監 h d l ● Ll ● ＝ 薄 日 湘 薄 嘲 轍 呼 零 す ＼5 94 ゴ 」 「 出 乱 アマ う、ト ⊂－ 」 ● ● ● 感 撃 �‾「 回 事 轟 き 「 碁 昏 」 ● ● ● 「 首 肯 」 ● ● ● 憂 さ 」 �「 ＞ 酋 ＼：ぎ 紆 （一 」 前 日‾ 帝 南 ア了 親 かl ） 「 亡□ 昏 ヾヲ 柘 （－ 」 �「 う十 Ⅱn 竣 替 高 速 型 �「 出 現 票 「 」 「 抒 筏 」ケ ミ斗 lノ LP 日 常 日 報 槻 呼 芯 昏 妬 き 」 �神 埼 

⇒＋ ［【 辞 ■ 轟 Nr �帥 班 （エ） �帥 班 （X） �桝 敏 一」 �帥 獄 の �帥 敏 Cn �帥 獄 lb �帥 班 Cロ �帥 嶺 N �帥 談 ト⊥ �う、ト 「 辞 ● 惑 声r ��岡 吟 

幹 妙 藤 8 扁 辞 �巧 Ot 碑 r＼一 （‾ 澤 �猫 （一 帯 �圧 罷 拝 辞 �ヰ ヾS h 馬 苅 �淳 「舟 苅 �LJu r押 薄 �置 く‾ 一′ 辞 �献 薄 井 �L 班 巧 ＼チ 8 苅 �幹 姶 黎 日 高 群 ��粟 ⅢJ 

奉 り �蓋 耳 Jt 詞 rt■ 「 軌 �執 猫 「 志 �圧 罷 汁 与 朝 �与 朝 ヰ ＼5 江 馬 執 �勤 評 「妙 義 �皿 「粋 蓋 �置 く‾ 一′ 執 �与 朝 1 割 �執 ● 与 朝 ● 蓋 ● 瀬 �蔽 う＋ ⊂‾ ～ 轟 Nr �溺 芯 �著 Ⅱロ 

「「 箪・嚇 卜圃 d知 l百 ・嚇 llヰ ・囲 ll■‾l■庫 薄バ 塙寸■ 轍眈 呼一三 葦」 蓋寧 ヰ「 L蔽 う＋ 「「 討」 要語 ご胃 弱 「聾 転） 撃南 野 �「 帥 班 （D‾ ノ 耳 Jt 詞 rY 壷 「 蓋 卑 しチ 箪 rt■ 「 執 」 訂 幹 Jト 8 撤 蒜 」 �「 糾 淑 00 ノ 猫 「 蒲 」 「 執 猫 （一 遍 」 �「 帥 敏 一J ノ E 謁 丹 野 「 E 罷 抒 与 朝 」 」 �「 帥 談 の ノ ヰ ＼5 ト 竜 洋 」 デ 朝 ヰ ＼5 ト 馬 軌 」 �「 帥 班 01 ノ 洋 r輝 蒲 」 「 副 落 r抑 蓋 」 �「 帥 班 lト ′ uM r舟 琴 「 肌 「舟 芦 �‾「 帥 淡 くカ ノ 評 く‾ 一′ 洋 」 「 置 く‾ 一′ 酎 」 �「 糾 敏 N ノ 献 藻 琴 デ 骨 J 軌 」 �‾「 帥 嶺 ト⊥ ノ l 談 顎 ＼中 日 辞 」 ‾「 目 執 ノ ÷ 朝 ノ 蓋 ノ 瀬 「粋 」 �霹 妙 彗 8 扁 辞 ノ 蔽 う十 「 ミゴ■ ▲／ Ly 芯 昏 」 前 垂 卸 幹 か二 師 童 藩 学 ＼5 朝 」 �「 田 圃 符 う・ト 【■ 」 「 抒 筏 」亨 とト l／ JY 芽， 出 77 9十 かl うぬ 忌 帥 認 許 轟 叶 辞 呼一 叢 昏 頼 子 」 �ヰ 卸 
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